
日刊工業新聞社から首題の図書が本年６月
２５日に刊行されました。ニューガラスフォー
ラムが編著者となった本です。本書の紹介記事
を書いて下さいと依頼を受けましたが，自分も
本書の執筆者なので少し変な気分が拭いきれな
いのが実情です。ですが，この場をお借りし
て，裏話も含めてご紹介を申し上げたいと思い
ます。
まず，予め申し上げたいことは，この本のタ

イトルは「ガラスの科学」となっておりますが，
実際には科学の教科書ではない，ということで
す。日刊工業新聞社では「おもしろサイエンス
シリーズ」とは別に「トコトンシリーズ」を出
版しており，そちらで作花済夫先生が「トコト
ンやさしいガラスの本」を執筆しておられま
す。しっかりしたガラスの材料科学の勉強を目
的とする方は，そちらの方が間違いなく有用で
あります。しょっぱなから変な紹介で恐縮です
が，この点はまず申し上げたいと思います。
では，この本はどういう意図で出版されたの

でしょうか。はじめに出版社の方から相談を持

ちかけられた時の文書を一部引用してみます。

「ガラスはその起源は古いが，新たな技術の登
場もあり，今後が注目される素材だ。堅調にで
ている『トコトンやさしいガラスの本』は，ト
コトンらしく「ガラスとは何か？」を中心に，
歴史からガラスの基礎的な部分を解説している
が，この本では，機能性ガラスと呼ばれる分野
を中心に，ガラスの特性，高機能化を科学の視
点から一般の人にも分かりやすく，面白く，解
説していく。」
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これを受け，このような意図であるなら，ニ
ューガラスフォーラムが母体となって出版する
ことが相応しいと考えました。そこで，同フ
ォーラムの運営委員会にお諮りし，本のコンセ
プトを練り上げる作業を行いました。
その結果，以下のようにコンセプトを決定し

ました。
＜本書のコンセプト＞
・私たちの身の回りには，普段目にしないとこ
ろも含めて，とてもたくさんの機能を持った
ガラス製品が使われていることを読者の皆さ
んに知って頂く

・一見普通のガラスに見える製品にも，機能を
高めるために様々な工夫が施されていること
を知って頂く

・これからどんな新しいガラスが登場しようと
しているのか，知って頂く

・上記の理解の助けとなる，ベースとなる最低
限のガラス材料科学の知識を盛り込む

これらが反映され，本書の構成は次のようにな
りました。
＜本書の目次＞
第１章 ガラスっていったいどんなもの？
第２章 え！こんなところにもガラス？
第３章 普通のガラスも不通でなくなる
第４章 未来に向けてガラスはますます高機能

化する

構成が決定してからは，ニューガラスフォー
ラム加盟各社で執筆案を出し合って，分担を決
定しました。執筆に当たってはひとつの約束事
として，「高校生でも理解出来る記述に努め
る」ということを徹底しました。

こうして出来上がったのが本書です。ガラス
にご興味をお持ちの読者の方には，ガラスとは
一体どんな材料なのか，今の時代にどんな機能
を持ったガラス製品が使われているのか，これ
からどんな風に発展するのか，について，まと

まった知識を獲得出来る本に仕上がったのでは
ないかと思います。また，ところどころには「コ
ラム」としてガラスにまつわる逸話が何箇所か
挿入されていて，楽しめるのではないかと思い
ます。

完成に携わった者として，この本がひとりで
も多くの方々に，少しでもお役に立てば幸いと
思っています。今の時代はネットですぐに情報
が拾えますが，本書に関しても「日刊工業新聞
社」「ガラスの科学」で検索すると，すぐにヒ
ット出来ます。特に日刊工業新聞社のサイト＊

では，詳しい目次と「はじめに」の箇所が閲覧
出来ますので，ご参照頂ければと思います。
実際にご執筆を担当下さった方々がご所属の

会社名は本書の巻末に記載されていますが，こ
の場をお借りして改めて深く感謝申し上げる次
第です。また，校正作業の不手際により，いく
つかのミスを見逃したまま本が出来上がってし
まいました。この場をお借りして深くお詫び申
し上げるとともに，正誤表が上記サイトの一番
下にありますので，ご参照頂ければと思いま
す。

最後に，本書の出版に関わった一技術者とし
て申し上げたいことがあります。ガラスの歴史
はとても古く，過去様々なガラスが開発され，
人間の豊かな生活を支える重要な材料として広
く一般の生活に浸透していることが，本書の編
集を通じて改めて実感されました。一体，どれ
だけたくさんの人々が過去ガラス産業の発展に
貢献されてきたのか，考えるだけで畏敬の念を
抱かずにはおられません。本書の最後の章「未
来に向けてガラスはますます高機能化する」の
内容は，まさに現在ガラス技術開発に取り組ん
でいる私たち技術者および研究者が担っている
のだ，ということを改めて考えさせられた次第
です。
＊http : //pub．nikkan．co．jp/books/detail／
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